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▼
農
薬
は
人
体
に
と
そ
す

と
い
う
演
題
で
、
国
の
塵
薬
の
安
全
基
準
の
問
題

点
を
科
学
的
知
見
や
諸
実
験
の
結
果
を
踏
ま
え
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2
月
工
0
日
(
日
)
、
市
未
来
創
造
セ
ン

タ
ー
内
の
中
央
公
民
館
で
、
唇
音
萬
地

下
水
研
究
会
(
共
同
代
表
・
前
里
和
洋
、

薪
醤
二
霜
蓮
樹
)
の
主
催
で
講
演

会
欝
催
さ
れ
た
。
覇
は
蕎
彦
(
医

学
博
モ
神
戸
奈
美
学
院
選
挙
薬
科

教
授
)
で
、
「
子
供
た
ち
の
健
康
を
守
る
」

め
ら
れ
た

さ
で
あ
る
。
胎
類
や
麗
期
に
は
そ
の
馨
が

」
と
い
う
大
前
環
で
水
の
安
全

を
考
え
る
ベ

姫
と
石
と
か
軽
擬
さ
れ
た
▼
日
本
の
残

基
準
の
値
は
諸
外
国
に
比
べ
て
極
端
に
大

そ
の
是
正
が
求
め
ら
れ
る
。
審
美
、
国
が
定

め
て
い
る
「
聾
聾
」
は
ヒ
ト
に
お
い
て
発
達
神

経
毒
性
を
有
す
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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作
っ
て
い
る
が
い
ず
れ
も
科
学
態
髄
は
翳
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じ
ゃ
く
)
で
あ
る
。
要
は
不
確
実
な
基
準
に
と
ら

れ
発
、
葦
勿
牽
憂
I
 
ヽ
畏
こ
し
プ
D
寸
薫
け
全
き
(
ご

▼
宮
古
島
市
の
発
達

董
生
徒
数
は

る
。
こ
れ
は

で
あ
る
。
こ

の
原
因
と
し
て
ネ
オ
言
チ
ノ
イ
ド
系
農
薬
に
よ

る
健
康
馨
が
疑
わ
れ
て
い
る
。
奮
-
雷
地
下

水
研
究
会
)
▼
水
に
関
わ
る
不
安
は
靂

他
に
も
あ

く
の
市
民
が
飲
料
水

ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
地
下
水
は
稿
濁

今
回
の
講
演
会
を
契
機
に
、
水
を

当
局
も
市
民
も
強
い
関
心
を
持
っ

て
積
極
的
に
対
処
し
て
い
き
た
い
。
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